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三
条
西
実
隆
講
・
清
原
宣
賢
筆
記

「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」

に
つ
い
て

は
じ
め
に

室
町
時
代
後
期
、
古
典
書
写
と
そ
の
研
究
に
業
績
の
あ
っ
た
三
条
西
実

隆
の
伊
勢
物
語
研
究
は
、
い
く
つ
か
残
さ
れ
た
講
釈
の
聞
書
に
よ
っ
て
の

A

注
1
}

み
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
永
二
年
(
一
五
二
二
)
五
月
の
講
釈
を
清
原

宣
賢
が
筆
記
し
た
「
伊
勢
物
語
惟
情
抄
」
は
、
現
在
知
ら
れ
る
実
隆
講
釈

A

注

2
)

の
聞
書
の
な
か
で
も
っ
と
も
整
い
、
唯
一
実
隆
の
加
証
奥
書
を
備
え
る
も

の
で
あ
る
。
伝
本
が
多
く
、
細
川
幽
斎
の
「
伊
勢
物
語
闘
疑
抄
」
に
用
い

ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
諸
注
集
成
等
に
も
「
惟
消
抄
」
を
引
用
す
る
も
の

が
多
い
。
こ
れ
は
「
惟
消
抄
」
が
実
隆
あ
る
い
は
三
条
西
家
を
代
表
す
る

注
釈
書
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
伝
本
は
大
き
く

は
三
系
統
に
分
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
別
の
注
釈
を
加
え
る
な
ど
後
人
に
よ

る
増
補
の
あ
る
伝
本
も
少
な
く
な
い
。

本
稿
は
、
「
惟
清
抄
」
の
主
要
伝
本
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
系
統
に
よ

一
条
西
実
隆
講
・
消
原
宣
賢
筆
記
『
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
に
つ
い
て

青

木

賜
鶴
子

る
相
違
と
増
補
の
具
体
例
を
示
し
、
「
惟
清
抄
」
の
成
立
と
伝
流
の
一
端
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

成

立

(注
3
)

「
惟
消
抄
」
成
立
の
経
緯
は
、
宣
賢
の
序
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・
:
(
略
)
・
:
今
葱
大
永
二
歳
夏
五
月
五
日
、
遺
遥
老
人
講
此
書
。
・
:
(
略
)
:
・

如
腐
儒
亦
歯
其
末
席
。
以
聞
得
未
曽
問
。
・
:
(
略
)
・
:
予
錐
不
敏
、
其
盈

耳
者
書
十
之
八
九
。
暇
日
属
就
老
人
以
糾
謬
。
・
:
(
略
)
・
:

林
錨
庚
寅
金
紫
光
禄
大
夫
拾
遺
宣
賢
序

大
永
二
年
五
月
五
日
に
遭
遇
院
実
降
が
講
釈
を
し
た
時
、
宣
賢
も
こ
れ

を
聴
聞
し
、
聞
く
と
こ
ろ
の
十
中
八
九
を
書
き
留
め
た
。
の
ち
何
度
も
実

隆
に
つ
い
て
誤
り
を
正
し
、
六
月
十
五
日
に
完
成
を
見
た
と
い
う
の
で
あ

る。
実
隆
は
そ
の
問
書
を
一
覧
し
、
九
月
八
日
に
次
の
奥
舎
を
与
え
て
い
る
。

四



右
加
一
見
。
老
傾
僻
案
之
臆
説
不
漏
一
事
。
載
市
抄
之
。
恰
如
破
竹

如
潟
水
。
却
錐
有
恥
来
者
協
同
志
者
須
潤
色
之
。
名
目
惟
清
抄
。
不

可
出
窓
外
而
巳
。

椀
陰
贋
芯
調
発
空
誌
六
十
八
歳

そ
の
後
宣
賢
は
こ
の
奥
書
を
備
え
た
本
を
紛
失
し
て
し
ま
い
、
再
び
整

え
て
、
既
に
没
し
て
い
る
実
隆
の
代
わ
り
に
、
按
察
使
大
納
言
で
あ
っ
た

息
公
条
か
ら
天
文
六
年
(
一
五
三
七
)
十
二
月
に
奥
書
を
も
ら
っ
て
い
る
。

右
一
冊
先
考
奥
書
之
本
不
感
紛
失
今
更
書
之
云
々
。
此
物
語
京
極
黄

門
奥
書
先
年
所
書
之
本
為
人
被
借
失
重
書
写
之
旨
被
記
之
了
。
蓋
於

此
抄
亦
調
之
平
。

大
永
壬
午
暦
重
陽
前
一
日

天
文
第
六
雌
月
十
八
亜
椀
都
議
郎
御
判

宣
賢
は
そ
の
本
を
天
文
七
年
と
天
文
十
七
年
の
少
な
く
と
も
二
図
書
写

し
て
い
て
、
天
文
十
七
年
に
書
写
し
た
宣
賢
の
自
筆
本
が
天
理
図
書
館
に

蔵
さ
れ
て
い
る
。
天
文
七
年
二
月
二
十
日
の
識
語
(
ノ
l
ト
ル
ダ
ム
消
心
女

子
大
学
本
に
よ
る
)
と
天
文
十
七
年
六
月
一
日
の
識
語
を
掲
げ
て
お
く
。

(
天
文
七
年
識
語
)

遁
遥
老
人
講
予
所
令
聞
書
也
。
為
証
明
申
請
彼
御
奥
書
之
処
、
厭
本

紛
失
之
間
重
按
察
卿
公
条
卿
被
加
奥
書
者
也
。
此
本
又
書
写
之
条
染

竜
詑

天
文
七
年
央
銀
廿

環
翠
軒
宗
尤
(
花
押
)

四

(
天
文
十
七
年
識
語
)

去
大
永
二
年
夏
五
月
五
日
霊
長

d
M
d此
物
語
御
講
説
之
時
、

予
侍
末
座
間
書
之
。
不
漏
一
句
不
違
一
辞
即
御
奥
書
賜
之
。
別
本
有

之
。
以
其
開
設
只
今
書
之
。

天
文
十
七
年
六
月
一
日
終
準
環
翠
軒
宗
尤
(
花
押
)

さ
て
、
宣
賢
の
序
文
に
「
今
葱
大
永
二
歳
夏
五
月
五
日
、
迫
遥
老
人
講

此
書
」
と
あ
り
天
文
十
七
年
本
に
「
去
大
永
二
年
夏
五
月
五
日
遣
遥
院
此

物
語
御
講
説
之
時
」
と
あ
る
実
隆
の
講
釈
に
つ
い
て
は
疑
問
が
呈
さ
れ
て

い
る
。大
津
有
一
氏
は
「
再
昌
草
」
大
永
二
年
五
月
(
『
私
家
集
大
成
』
実
隆
I

四
一
九
八
番
)
の

伊
勢
物
語
講
尺
、
五

R
廿
二
日
始
之
、
廿
六
日
終
、
五
ケ
度

と
い
う
記
載
に
よ
っ
て
、

こ
の
講
釈
は
何
人
が
発
起
し
た
も
の
か
、
聴
衆
は
誰
々
で
あ
っ
た
か
、

詳
細
は
分
ら
ぬ
が
、
廿
二
日
・
廿
三
日
・
廿
四
日
・
廿
五
日
・
廿
六

日
と
述
日
五
日
間
に
一
且
つ
て
行
は
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
五
日
は

本
に
よ
っ
て
は
無
か
っ
た
り
、
吾
に
な
っ
て
ゐ
た
り
す
る
か
ら
多
分

廿
二
日
か
ら
廿
六
日
の
講
釈
を
宣
賢
が
聞
い
た
の
で
あ
ら
う
。

と
さ
れ
た
(
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
二
七
一
頁
。
一
九
五
四
年
、
石
川
国
文

学
会
刊
。
一
九
八
六
年
、
八
木
書
倍
増
訂
再
版
)
。



ま
た
井
上
宗
雄
氏
も
、
「
二
水
記
」
大
永
二
年
五
月
の
記
事
「
午
時
詣
遁

遥
院
有
伊
勢
物
語
講
釈
、
聴
者
衆
多
也
」
(
二
十
二
日
条
、
『
大
日
本
古
記

録
』
に
よ
る
)
、
「
講
尺
如
昨
日
」
(
二
十
三
日
条
)
に
よ
っ
て
、
こ
の
と
き

の
講
釈
の
問
書
が
「
惟
消
抄
」
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
(
『
中
世
歌
壇
史

の
研
究
室
町
後
期
』
二
三
八
頁
。
一
九
七
二
年
、
明
治
書
院
刊
)
。

赤
羽
淑
氏
は
、
以
上
を
ふ
ま
え
、
五
日
一
日
だ
け
で
終
わ
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
等
か
ら
「
五
日
」
に
は
疑
問
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
(
『
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
消
心
女
子
大
学
古
典
損
害
第
三
期
7

惟
消
抄
』
解
題
、
一
九
八
二
年
、

福
武
者
府
刊
)
。
宮
川
葉
子
氏
も
「
再
畠
草
」
に
よ
っ
て
「
五
月
五
日
」
は

宣
賢
の
脚
色
の
よ
う
で
あ
る
と
さ
れ
る
{
『
三
条
西
実
隆
と
古
典
学
』
第
二
部

第
三
章
「
伊
勢
物
語
本
文
の
伝
流
」
八
七
一
、
八
七
三
頁
。
一
九
九
五
年
、
風
間
書

房
刊
)
。「
再
昌
草
」
「
一
一
水
記
」
の
記
事
に
よ
っ
て
、
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

六
日
の
五
日
間
に
実
隆
の
講
釈
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
だ
ろ
う
。

実
隆
の
講
釈
は
知
ら
れ
る
限
り
一
日
で
終
わ
っ
た
例
は
な
く
五
日
間
に
及

ぶ
こ
と
が
最
も
多
い
。
し
か
し
序
文
等
の
「
五
月
五
日
」
を
「
五
月
の
五

日
間
」
の
意
と
解
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
五
月
五
日
」
は
講
釈
の
始

ま
っ
た
日
を
記
し
た
(
片
桐
洋
一
氏
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
香
川
知
和
歌
物
語
古

註
集
』
解
題
)
と
考
え
る
の
が
自
然
で
も
あ
り
、
し
ば
ら
く
五
月
五
日
か
ら

の
講
釈
と
し
て
お
き
た
い
。

一
条
西
実
降
講
・
清
原
宣
賢
手
記
『
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
に
つ
い
て

伝
本
と
系
統

「
惟
消
抄
」
を
奥
書
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、

大
永
二
年
実
隆
の
奥
書
を
持
つ
本

大
永
二
年
実
隆
・
天
文
六
年
公
条
・
天
文
七
年
宣
賢
奥
書
を
持
つ
本

(
大
永
二
年
本
)

(
天
文
七
年
本
)

天
文
十
七
年
宣
賢
・
大
永
二
年
実
隆
・
天
文
六
年
公
条
奥
書
を
持
つ

本

(
天
文
十
七
年
本
)

の
三
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
知
ら
れ
る
伝
本
の
多
く
は
大

永
二
年
本
系
統
で
あ
り
、
天
文
七
年
本
、
十
七
年
本
の
伝
本
は
あ
ま
り
多

く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

一
見
し
て
わ
か
る
相
違
点
と
し
て
、
大
永
二
年
本
と
天
文
七
年
本
は
伊

勢
物
語
本
文
の
う
ち
注
釈
す
べ
き
語
句
の
み
を
掲
出
し
て
注
釈
を
施
す
形

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
天
理
閑
書
館
所
蔵
の
天
文
十
七
年
宣
賢
自
筆
本
は
、

伊
勢
物
語
本
文
す
べ
て
を
少
し
ず
つ
区
切
っ
て
掲
げ
、
そ
の
後
に
詫
釈
を

書
い
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
の
お
も
な
相
違
点
は
、

宣
賢
の
細
字
書
入
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
津
氏
、
赤
羽
氏
に

よ
る
指
摘
が
既
に
あ
る
が
、
私
な
り
に
調
査
し
た
結
果
、
大
永
二
年
本
の

代
表
と
し
て
続
群
書
類
従
本
を
用
い
る
の
は
適
切
で
は
な
く
、
系
統
聞
の

相
違
と
さ
れ
て
き
た
も
の
の
中
に
は
、
類
従
本
の
欠
陥
と
す
べ
き
も
の
が

四



含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
宣
賢
の
細
字
書
入
部
分
を
中
心
に
、
比
較
的
噌
補
の
少
な
い

伝
本
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
対
立
本
文
を
掲
げ
て
み
た
い
。

【注

4
}

引
用
し
た
伝
本
及
び
略
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
細
字
は
〔
〕

で
括
っ
て
示
し
、
本
文
が
一
致
す
る
場
合
は
「
H
」
の
記
号
で
示
す
。

・
大
永
二
年
本
系
統
底
本
・
:
筑
波
大
学
本
、
【
類
】
・
:
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
群
書
類
従
巻
五
一
五
、
【
学
甲
}
:
学
習
院
大
学
所
蔵
三
条
西
家

旧
蔵
本
(
三
条
西
四
七
O
)
、
【
学
乙
】
:
・
同
(
三
条
西
五
五
五
)
、
【
山
崎
】

-
・
・
品
原
公
民
館
所
蔵
肥
前
向
原
松
平
文
庫
本

・
天
文
七
年
本
系
統
【
ノ
】
:
・
ノ
l
ト
ル
ダ
ム
消
心
女
子
大
学
本
、

【
龍
】
:
・
龍
谷
大
学
本

・
天
文
十
七
年
本
系
統

【
天
】
:
・
天
理
図
書
館
所
蔵
宣
賢
自
筆
本

滑

川
ッ
、
井
ツ
ノ
ッ
、
井
ノ
井
ッ
、
ト
云
ハ
ン
タ
メ
也

〔
此
外
無
別
義
文
字
読
ハ
カ
リ
ナ
リ
〕

(
第
二
十
三
段
)

【
学
甲
】
ッ
、
ヰ
ツ
ノ

【
類
】
つ
〉
井
つ
の

【
学
乙
】
つ
〉
ゐ
つ
の

ッ
、
井
ノ
井
ッ
、
ト
云
ン
タ
メ
也

つ
与
井
の
井
つ
〉
と
い
は
ん
為
也

つ
〉
井
の
ゐ
つ
与
と
い
は
ん
為
也

文
字
よ
み
は
か
り
也
。

(
H
【
島
】
)

つ
〉
ゐ
の
中
つ
〉
と
い
は
ん
た
め
也
〔
此
外
無

此
外
別

ノ

つ浦義
〉な
ゐし
'つ
σ〉

四
四

文
字
読
は
か
り
也
〕

(
H
【
随
】
「
中
つ
』
」
も
同
)

別
義

清

【

天

】

ツ

、

ヰ

ヅ

ノ

義

ヲ

ツ

ケ

ラ

レ

ス

〕

大
永
二
年
本
系
統
の
う
ち
学
習
院
大
学
甲
本
と
類
従
本
は
、
漢
字
片
仮

名
交
り
・
漢
字
平
仮
名
交
り
の
違
い
の
み
で
本
文
は
お
お
む
ね
一
致
し
、

{注
5
}

と
も
に
声
点
が
な
い
。
学
習
院
大
学
乙
本
も
声
点
を
持
た
ず
、
宣
賢
注
が

本
文
化
し
て
い
る
。
天
文
七
年
系
統
の
ノ
l
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
本
は

「
井
」
↓
「
中
」
と
誤
写
が
あ
る
が
、
誤
写
も
含
め
て
能
谷
大
学
図
書
館

本
と
一
致
す
る
。
こ
の
天
文
七
年
本
系
統
ま
で
は
ほ
ぼ
悶
趣
だ
が
、
天
文

十
七
年
宣
賢
自
筆
本
に
な
る
と
宣
賢
の
細
字
注
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

〔
御
講
文
字
説
ハ
カ
リ
ナ
リ

ω昔
ノ
ワ
カ
人
〔
ワ
カ
ウ
下
、
ョ
メ
リ
〕

【
学
甲
】
昔
ノ
ワ
カ
人

(
H
【
類
】
む
か
し
の
わ
か
人
)

【
学
乙
】
む
か
し
の
わ
か
人
伊
勢
か
詞
也
翁
わ
か
人
に
対
し
て
云

へ
り

(
第
四
十
段
)

(
H
【
島
】
)

【
ノ
】
昔
の
わ
か
人
(
「
わ
か
人
」
の
横
)
〔
ワ
カ
ウ
ト
、
ョ
メ
リ
〕

(
H
【
龍
】
)

【
天
】
(
伊
勢
物
語
本
文
の
横
に
ル
ピ
)
〔
ワ
カ
ウ
ド
〕

こ
ち
ら
も
、
学
習
院
大
学
甲
本
と
類
従
本
は
項
目
の
み
で
注
が
無
い
。

な
お
学
習
院
大
学
乙
本
(
島
原
松
平
文
庫
本
も
同
じ
)
の
枝
記
「
伊
勢
が
詞



翁
わ
か
人
に
対
し
て
云
へ
り
」
は
、
肖
柏
の
「
肖
聞
抄
」
に
「
む
か

し
の
わ
か
人
は
伊
勢
か
調
也
。
い
ま
の
翁
と
は
わ
か
人
に
対
て
か
け
り
」

(
学
習
院
大
学
所
蔵
文
明
九
年
本
肖
聞
抄
、
三
条
西
三
四
七
に
よ
る
)
と
あ
る
の

を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上

ω「
つ
つ
ゐ
づ
の
」
、

ω「
わ
か
う
ど
」
は
読
み
方
の
注
記
で
あ
る

が
、
消
濁
等
を
は
じ
め
と
す
る
読
み
方
は
室
町
時
代
後
期
に
お
い
て
重
要

項
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
宣
賢
自
筆
の
本
に
は
本
来
ど
の
系
統
に
も

存
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
学
習
院
大
学
甲
本
や
類
従

本
(
あ
る
い
は
そ
の
親
本
)
の
書
写
者
は
読
み
方
に
は
あ
ま
り
関
心
が
無

く
、
声
点
な
ど
を
脱
落
(
ま
た
は
省
略
)
し
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め

ωで

は
項
目
だ
け
が
残
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
学
習
院
大

学
乙
本
等
に
付
加
が
見
ら
れ
る
の
は
、
項
目
だ
け
で
は
お
か
し
い
と
考
え

た
書
写
者
が
、
「
肖
開
抄
」
の
注
記
を
利
用
し
て
付
加
し
た
結
果
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
宣
賢
の
注
記
は
細
字
や
朱
書
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
脱
落

(
省
略
)
の
原
因
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
。

也

ω官
ハ
ラ

業
平
ノ
ヲ
卜
、
ィ
ノ
宮
タ
チ
也
。
〔
不
審

一
相
武
天
皇
ノ
皇
女

タ
チ
ノ
御
事
欺

可
尋
申
〕

(
第
五
十
八
段
)

【
学
甲
】
宮
ハ
ラ

【
学
乙
】
宮
は
ら

不
審

(
H
【
類
】
宮
は
ら

不
審
)

桓
武
天
皇
の
皇
女
た
ち
御
事
鰍

可
尋
申

一
条
西
実
陪
講
・
楠
原
宜
賢
筆
記
「
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
に
つ
い
て

【
島
】
宮
は
ら

桓
武
天
皇
の
皇
女
た
ち
の
御
事
欺

業
平
の
を
と
〉
ひ
の
宮
た
ち
也

可
尋
申

【
ノ
】
宮
は
ら

皇
女
た
ち
の
御
事
欺

〔
不
審

桓
武
天

【
天
】
宮
ハ
ラ

後
日
に
此
分
之
由
御
返
答
也
〕

(
H
【
龍
】
)

業
平
ノ
ヲ
ト
、
ィ
ノ
宮
タ
チ
也
。
〔
不
審

桓
武
天

皇
女
タ
チ
ノ
御
前
中
欺

後
日
ニ
此
分
之
曲
御
返
答
也
〕

第
五
十
八
段
「
官
ば
ら
」
に
つ
い
て
、
実
降
講
釈
の
「
業
平
ノ
ヲ
ト
、

イ
ノ
宮
タ
チ
」
説
に
対
し
て
「
桓
武
天
皇
の
皇
女
タ
チ
」
か
と
不
審
に
思

っ
た
宣
賢
は
い
っ
た
ん
「
可
尋
申
」
と
記
し
た
(
大
永
二
年
本
)
が
、
後
日

実
隆
の
同
意
を
得
て
、
「
後
日
ニ
此
分
之
由
御
返
答
也
」
と
追
記
し
た
の
で

あ
ろ
う
(
天
文
七
年
本
、
天
文
十
七
年
本
)
。

学
習
院
大
学
甲
本
と
類
従
本
は
「
宮
ハ
ラ
不
審
」
の
み
で
あ
る
が
、

「
不
審
」
は
実
隆
講
釈
の
「
業
平
ノ
ヲ
ト
、
ィ
ノ
宮
タ
チ
」
説
に
対
す
る
宣

賢
の
不
審
で
あ
る
か
ら
、
「
不
審
」
の
み
を
記
す
の
は
不
審
で
あ
る
。

ま
た
前
掲

ωの
よ
う
に
学
習
院
大
学
乙
本
、
島
原
松
平
文
庫
本
に
は
後

人
に
よ
る
改
変
の
跡
が
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
抜
本
の
注
記
「
宮
は
ら
恒

武
天
皇
の
皇
女
た
ち
(
の
)
御
事
欺
可
尋
申
」
も
後
人
の
所
為
す
な
わ

ち
前
半
の
「
業
平
ノ
ヲ
ト
、
ィ
ノ
宮
タ
チ
也
。
〔
不
審
ご
を
省
略
し
て
結

論
部
分
の
み
を
載
せ
た
結
果
と
考
え
る
の
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
学
習
院

大
学
甲
本
と
類
従
本
の
場
合
も
同
様
に
「
業
平
ノ
ヲ
ト
、
ィ
ノ
宮
タ
チ
」

「
桓
武
天
皇
の
皇
女
タ
チ
」
と
二
説
あ
げ
る
の
を
疑
問
と
し
た
書
写
者
が

四
五



「
不
審
」
の
み
を
残
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

凶
ヨ
ル
ノ
オ
マ
シ

【
学
甲
】
ヨ
ル
ノ
オ
マ
シ

【
学
乙
】
よ
る
の
お
ま
し

オ
マ
シ
ハ
御
席
也
〕

〈
第
七
十
八
段
)

{
後
日
尋
申(
H
【
類
】
よ
る
の
お
ま
し
)

後
日
尋
申

お
ま
し
は
御
席
な
り

H

【
島
】
)

【
ノ
】
よ
る
の
お
ま
し

【
天
】
御
席
也

岡
山
テ
タ
ハ
カ
リ
給
フ
〔
私
云
タ
ハ
カ
ル
慮
ノ
字
敗
。
日
本
紀
神
代
上
宝

ヲ
そ
ィ
，
ハ
カ
リ

鏡
図
像
段
或
説
第
一
云
思
慮
〕

〔
後
日
尋
申

(
H
【
飽
】
)

お
ま
し
は
御
席
也
〕

(
第
七
十
八
段
)

【
学
甲
】
出
テ
タ
ハ
カ
リ
給
フ

【
学
乙
】
出
て
た
は
か
り
た
ま
ふ

紀
神
代
上
宝
鏡
図
既
或
説
第
一
云
思
慮

【
ノ
】
山
て
た
は
か
り
給
〔
私
云
タ
ハ
カ
ル
慮
ノ
字
欺

代
上
宝
鏡
図
像
段
或
説
第
一
云
思
慮
〕
(
日
【
簡
】
)

タ
パ
カ
リ

【

天

】

感

日

本

紀

前
掲

ωで
は
天
文
七
年
本
か
ら
「
後
日
・
:
」
と
変
化
し
て
い
た
が
、

ω

同
の
場
合
は
天
文
七
年
本
ま
で
は
ほ
ぼ
同
じ
、
天
文
十
七
年
本
で
「
御
席

也
」
「
慮
日
本
紀
」
と
結
論
の
み
を
示
し
て
い
る
。

学
習
院
大
学
甲
本
と
類
従
本
は
や
は
り
項
目
の
み
で
注
記
が
な
い
。
こ

(
H
【
類
】
出
て
た
は
か
り
給
ふ
)

私
云
た
ば
か
る
慮
の
字
欺

日
本

日
【
島
】
}日
本
紀
神

四
六

の
場
合
、
「
ヨ
ル
ノ
オ
マ
シ
」
「
出
テ
タ
ハ
カ
リ
給
フ
」
に
つ
い
て
講
釈
で

は
説
明
が
な
く
、
注
釈
が
必
要
と
考
え
た
宣
賢
が
項
目
の
み
を
あ
げ
て
お

い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
類
従
本
系
統
の
本
文
の
性
格
(
後
述
)
を
考
え

る
と
、
転
写
さ
れ
て
い
く
過
程
で
宣
賢
の
細
字
注
を
脱
落
(
省
略
)
し
た

可
能
性
の
方
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

系
統
に
よ
る
宣
賢
注
の
変
化
は
以
上
で
あ
る
が
、
天
文
十
七
年
本
に
は
、

他
系
統
に
は
見
え
な
い
称
名
院
公
条
の
説
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

附
ミ
チ
ク
ル
人

〔
誼
遥
院
御
講
州
知
明
院
御
講
満
ク
ル
人
道

満
ク
ル
人
也

ク
ル
人
両
説
〕

(
第
十
二
段
)

問
〔
夜
ワ
ト
不
読

夜
羽
ト
可
読

不
審
之
処
ニ

此
義
以
後
称
名
院
被
仰
之

(9) (8) 
ト行
イヤ苧
ヒラ宝
テヌ 2
・ザ夢 iE
ウ路茄

詰YZ些
良一ア
オ..トイ
リ ノレ性
給嗣

"" レ
ノ、

(
第
二
十
三
段
)

(
第
五
十
四
段
)

(
第
六
十
五
段
)

前
述
の
よ
う
に
天
文
十
七
年
の
宣
賢
自
筆
本
は
伊
勢
物
語
本
文
全
文
を

掲
出
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
は
注
記
の
あ
る
部
分
の
み
引
用
す
る

形
で
あ
る
た
め
、
川
間
川
聞
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。

山
間
は
第
十
二
段
、
女
を
盗
ん
で
武
蔵
野
ま
で
逃
げ
た
主
人
公
に
対
し
て



「
み
ち
く
る
人
、
こ
の
野
は
盗
人
あ
な
り
と
て
、
火
つ
け
む
と
す
」
と
い

う
場
面
で
あ
る
。
実
降
の
解
釈
に
よ
れ
ば
「
武
蔵
野
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る

ほ
ど
の
大
勢
の
追
っ
手
」
、
公
条
の
解
釈
に
よ
れ
ば
「
道
を
や
っ
て
く
る
人
」

の
意
と
な
る
。
間
岡
山
聞
は
読
み
方
や
本
文
に
関
す
る
注
で
あ
る
が
、
宣
賢

【注

e-

は
「
古
今
六
巻
」
を
調
べ
て
そ
の
妥
当
性
を
追
認
し
て
い
る
。

続
群
書
類
従
本
の
こ
と
な
ど

以
上
、
系
統
に
よ
る
宣
賢
細
字
書
入
部
分
の
相
違
と
噌
補
の
具
体
例
を

見
て
き
た
。
次
に
、
続
群
書
類
従
本
の
本
文
を
検
討
し
て
お
く
。

前
掲
の
よ
う
に
、
類
従
本
は
声
点
を
脱
落
(
省
略
)
し
た
り
、
項
目
の

み
掲
げ
て
い
た
。
凶
聞
は
宣
賢
が
「
後
日
尋
申
」
「
私
云
」
な
ど
の
注
記
を

加
え
る
以
前
の
形
を
保
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
う

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
系
統
に
関
わ
ら
ず
現
存
伝
本
の
大
半
が
有
す
る
以
下
の
よ
う

な
細
字
書
入
も
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〔
別
無
訓
尺
文
字
読
斗
也
〕

カ
ナ
シ
キ

ツ
ヨ
ク
哀
ニ
ハ
血
ニ
ナ
ク
也
。
大
和
物
語
ニ
僧
正
遍
昭
泊

瀬
ニ
テ
血
ニ
ナ
キ
シ
事
ア
リ

花
ノ
賀

(
第
二
十
九
段
)

血
ノ
涙

{
要
ヲ
ト
リ
語
リ
タ
マ
ヘ
リ
其
サ
マ
尤
奇

妙
今
略
之
〕

(
第
四
十
段
)

ヤ
マ
ト
ウ
タ

〔
私
云
大
和
国
此
声
ニ
読
タ
マ
ヘ
リ
〕

(
第
八
十
二
段
)

一
条
西
実
隆
講
・
清
原
宣
賢
筆
記
「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」
に
つ
い
て

引
用
は
天
理
図
書
館
の
宣
賢
自
筆
本
に
よ
っ
た
が
、
学
習
院
大
学
乙
本
、

品
原
松
平
文
庫
本
な
ど
細
宇
部
分
が
本
文
化
し
て
い
た
り
、
一
部
本
文
の

乱
れ
も
あ
る
が
、
諸
本
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
し
か
し
学
習
院
大
学
甲
本
や
類

従
本
は
宣
賢
の
細
字
書
入
部
分
が
な
い
た
め
、
「
花
ノ
賀
」
(
第
二
十
九
段
)
、

「
ヤ
マ
ト
ウ
タ
」
(
第
八
十
二
段
)
と
項
目
の
み
が
残
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
学
習
院
大
学
甲
本
と
も
す
べ
て
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

モ
ト
ミ
シ
人
ノ
マ
ヘ
ニ
業
平
ノ
前
也
(
第
六
十
二
段
)

は
、
学
習
院
大
学
甲
本
に
も
「
モ
ト
ミ
シ
人
ノ
マ
ヘ
ニ
業
平
ノ
前
也
」

と
あ
り
諸
本
一
致
す
る
が
、
類
従
本
は
こ
の
践
が
な
い
。
ま
た
逆
に
、
前

掲
刷
、
第
十
二
段
「
み
ち
く
る
人
」
の
注
は
、

満
く
る
人
血
{
迫
遁
院
御
講
除
問
即
応
御
講
道
ク
ル
人
両
説
〕

(注
7
)

(
第
十
二
段
)

と
あ
っ
て
、
天
文
十
七
年
本
の
要
素
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
学

習
院
大
学
甲
本
を
含
む
大
永
二
年
本
は
「
ミ
チ
ク
ル
人
満
ク
ル
人
な
り
」

と
実
隆
説
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
学
習
院
大
学
甲
本
・
類
従
本
と
も
に
書
写
者
に
よ
る
脱
落

(
省
略
)
が
あ
り
、
類
従
本
は
学
習
院
大
学
甲
本
の
系
統
か
ら
さ
ら
に
派

生
し
た
本
文
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
天
理
図
書
館
所
蔵
天
文
十
七
年
宣
賢
自
筆
本
が
欠
い
て
い
る

と
こ
ろ
を
筑
波
大
学
本
に
よ
っ
て
列
記
し
て
お
く
。

四
七



玉
ノ
ヲ
ハ
カ
リ
ハ
、
チ
ト
ノ
程
ナ
リ
ト
モ
ト
云
義
也

(
第
十
四
段
「
な
か
な
か
に
」
の
歌
の
注
末
尾
)

絶
人
シ
テ
師
ヨ
ム
事
カ
タ
カ
ル
ヘ
キ
ニ
ヤ
。

イ
キ
イ
テ
タ
リ
ケ
ル

造
次
顛
怖
、
其
道
ヲ
ワ
ス
レ
ヌ
所
ノ
奇
特
ナ
ル
モ
ノ
也

音1ア
人1ニ
也ヲ
。卜
、

(
第
五
十
九
段
)

業
平
兄
弟
五
人
ア
リ
。
行
平
、
守
平
、
仲
平
、
大
江

(
第
六
十
六
段
)

ミ
ナ
セ
ト
云
所
ニ
宮
ア
リ
。
別
業
ヲ
カ
マ
ヘ
タ
マ
ヘ
リ
。

(
第
八
十
二
段
「
こ
れ
た
か
の
み
こ
」
の
注
末
尾
)

未
到
暁
鐘
猶
是
春
ト
唐
人
モ
春
ヲ
惜
ミ
待
ル
ナ
リ
。

(
第
八
十
三
段
「
枕
と
て
」
の
歌
の
注
末
尾
)

忘
草
ヲ
忍
草
ト
ヤ
イ
フ
ワ
ス
レ
草
シ
ノ
ブ
草
一
ツ
也
。
ソ
ナ
タ
ニ

ハ
忘
レ
タ
レ
ト
モ
忍
ト
ヤ
答
へ
ン
ト
云
心
也
。
(
第
百
段
)

な
ど
は
天
理
本
に
見
え
な
い
。
前
掲
の
よ
う
に
「
称
名
」
と
見
せ
消
ち
に

し
て
い
た
り
、
本
文
を
補
入
す
る
場
合
も
あ
り
、
序
文
の
な
い
こ
と
と
合

わ
せ
て
、
天
理
本
は
人
か
ら
頼
ま
れ
て
書
写
し
た
の
で
は
な
く
子
孫
に
残

す
た
め
に
書
写
し
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
(
天
理
本
解
題
)
、
や

は
り
最
も
信
頼
で
き
る
伝
本
で
は
あ
ろ
う
。

天
理
本
以
外
で
は
、
現
時
点
で
は
筑
波
大
学
本
が
大
永
二
年
本
の
原
形

に
比
較
的
近
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
本
も
序
文
の
「
五
月
五
日
」
を

四
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「
五
月
五
日
」
と
す
る
な
ど
の
誤
写
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
伝
本
を
精
査
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

(
注
}
ー
か
つ
て
実
険
の
著
作
と
さ
れ
て
い
た
『
伊
勢
物
語
直
解
」
(
『
未
刊
国
文
古
註

釈
大
系
』
第
八
巻
所
収
)
は
「
惟
消
抄
」
を
用
い
た
後
人
に
よ
る
偽
作
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
拙
稿
「
伊
勢
物
語
直
解
」
の
成
立
ー
そ
の
実
降
作
に
あ
ら
ざ
る

こ
と
|
」
(
『
中
古
文
学
』
第
二
十
八
号
、
一
九
八
一
年
十
一
月
)
に
お
い
て

述
べ
た
。

実
降
の
講
釈
の
聞
書
と
し
て
、
ほ
か
に
「
伊
語
聴
説
」
(
杉
原
伊
賀
守
孝
盛
筆

記
)
、
「
迫
談
称
聴
」
(
三
条
西
公
条
筆
記
)
が
知
ら
れ
る
が
、
現
存
伝
本
も
少
な

く
、
内
容
も
簡
略
で
、
い
か
に
も
当
座
の
聞
告
の
体
で
あ
る
。
ま
た
「
伊
語
聴

説
」
は
、
三
条
西
家
「
当
流
」
の
注
釈
書
で
は
否
定
し
て
い
る
『
古
注
」
の
引

用
が
詳
細
に
見
ら
れ
、
初
心
者
向
け
の
講
釈
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
拙

稿
「
三
条
西
実
降
に
お
け
る
伊
勢
物
語
古
注
|
『
伊
語
聴
説
』
『
称
談
集
解
」
に
触

れ
つ
つ
|
」
(
『
百
舌
烏
国
文
』
第
六
号
、
一
九
八
六
年
十
月
)
参
照
。

な
お
実
隆
の
講
釈
の
問
書
か
と
さ
れ
て
い
た
神
宮
文
庫
所
蔵
荒
木
田
守
武
筆

記
の
「
伊
勢
物
語
問
書
」
は
息
公
条
の
講
釈
の
問
書
か
と
推
測
さ
れ
、
実
隆
・

公
条
二
人
の
講
釈
の
問
書
を
書
き
入
れ
た
旨
の
奥
書
を
も
っ
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
「
伊
勢
物
語
」
(
覚
桜
注
)
も
、
実
隆
の
説
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
拙
稿
「
神
宮
文
庫
蔵
・
守
武
本
『
伊
勢
物
語
聞
書
」
は
実
降
説
に
あ
ら

ず
|
三
条
西
家
流
伊
勢
物
語
注
釈
の
展
開
(
一
〉
|
」
(
『
百
舌
烏
国
文
』
第
四
号
、

一
九
八
四
年
九
月
)
、
「
三
条
西
実
降
の
伊
勢
物
語
注
釈
|
『
覚
桜
注
」
を
め
ぐ
っ

て
|
」
(
『
女
子
大
文
学
〔
国
文
篇
〕
』
第
五
十
五
号
、
二

O
O四
年
三
月
)
参
照
。

「
惟
清
抄
」
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
天
理
図
書
館
所
蔵
の
天
文
十
七

年
宣
賢
自
筆
本
(
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
M
M

和
歌
物
語
古
註
集
』
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所
収
、
一
九
七
九
年
、
八
木
書
府
)
に
よ
り
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
が
、
天
理

本
は
序
文
を
持
た
な
い
た
め
、
こ
の
部
分
は
学
習
院
大
学
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵

本
「
惟
清
抄
」
(
三
条
西
四
七

O
)
に
よ
る
。

4

現
在
知
ら
れ
る
伝
本
を
、
掲
出
本
を
含
め
て
系
統
別
に
掲
げ
て
お
く
。

・
大
永
二
年
本
系
統
・
:
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
惟
消
抄
」
(
ル
一
二
O

/

一
五
八
)
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
久
原
文
庫
旧
蔵
「
伊
勢
物
語
抄
」
(
『
大
東

急
記
念
文
庫
所
蔵
古
写
古
版
物
語
文
学
総
服
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
所
収
)
、

宮
内
庁
番
陵
部
所
蔵
統
群
書
類
従
巻
五
一
五
「
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
、
学
習
院

大
学
所
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
「
惟
前
抄
」
二
本
(
三
条
西
四
七

O
及
び
五
五
五
)
、

島
原
公
民
館
所
蔵
肥
前
品
原
松
平
文
庫
本
(
一

O
O
/四
、
松
平
文
庫
四

O
五

九
号
)
、
彰
考
館
文
庫
所
蔵
「
伊
勢
物
語
抱
空
抄
」
(
己
和
1
)
、
間
谷
大
学
図

書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
、
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
惟
消

抄
」
、
鹿
麿
義
塾
図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
秘
抄
」
(
一
二
四
/
一
六
六
/
一
)
、

国
会
図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
(
川
一
六
/
五

O
)、
東
北
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」
(
本
館
丁
B

/
一
|
七
/
九
)
、
他
多
数
。

・
天
文
七
年
本
系
統
:
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
正
宗
敦
夫
文
庫
「
惟
清

抄
」
(
『
ノ

1
ト
ル
ダ
ム
消
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
第
三
期
7
』
所
収
、
一
九

八
二
年
、
福
武
書
賠
刊
)
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
勢
語
抄
」

(
O一
二
/
四

三
四
/
二
、
神
宮
文
庫
所
蔵
「
惟
清
抄
」
(
一
五
一
九
号
)
、

・
天
文
十
七
年
本
系
統
:
・
天
理
図
書
館
所
蔵
宣
賢
自
筆
本
「
惟
清
抄
」
(
『
天
理

図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
位
和
歌
物
語
古
註
集
』
所
収
、
一
九
七
九
年
、

八
木
書
市
刊
可
能
門
文
庫
所
蔵
「
伊
勢
物
語
惟
前
抄
」
(
『
龍
門
文
庫
善
本
書

目
』
川
瀬
一
馬
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
立
賢
自
筆
本
か
ら
の
写
し
か
)
、
鉄
心
斎

文
庫
所
蔵
「
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
(
註
写
三

O
)、
同
『
伊
勢
物
語
」
(
註
写
二
一
)
、

同
「
伊
勢
物
語
抄
」
(
註
写
一

O
一
一
)
、
神
宮
文
庫
所
膿
「
惟
消
抄
」
(
一
五
二

O

号
、
た
だ
し
内
容
は
大
永
二
年
本
)
、
桃
国
文
庫
蔵
本
(
表
紙
左
に
「
伊
勢
物

語
抄
左
大
臣
奥
書
ア
リ
」
と
貼
紙
。
大
体
氏
前
掲
書
二
七
五
頁
に
よ
る
)
。

一
条
西
実
隆
講
・
清
原
宜
賢
筆
記
「
伊
勢
物
語
惟
消
抄
」
に
つ
い
て

5 

な
お
、
静
嘉
堂
文
庫
「
伊
勢
物
語
惟
泊
抄
』
(
『
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
物
語
文
学

書
集
成
第
一
編
古
物
語
』
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
所
収
、
第
八
十
三
段
以
下

の
み
の
零
本
。
大
津
氏
前
掲
書
二
七
八
頁
参
照
)
、
内
閣
文
庫
「
伊
勢
物
語
惟

消
抄
」
(
大
津
氏
前
掲
書
二
七
三
頁
参
照
)
等
に
は
噌
補
の
あ
る
こ
と
が
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
東
北
大
学
付
属
図
書
館
狩
野
文
席
「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」
(
狩
四

l
一一

三
四
六
、
第
二
十
九
段
ま
で
の
零
本
、
大
津
氏
前
掲
杏
七
一
二
頁
参
照
)
、
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
惟
消
抄
」
(
一
五
四
/
二
一
、
第
五
十
七
段
ま
で
の
零
本
)

等
は
「
惟
消
抄
」
の
書
名
を
も
つ
が
諸
注
集
成
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
本

文
は
お
お
む
ね
大
永
二
年
本
。

こ
の
ほ
か
、
東
海
大
学
図
書
館
所
蔵
桃
闘
文
郎
旧
蔵
「
伊
勢
物
語
之
注
」
(
一

四
四
五
)
、
未
調
資
だ
が
桃
園
文
雌
「
伊
勢
物
語
抄
」
(
大
津
氏
前
掲
書
二
七
七

頁
に
よ
る
)
な
ど
も
増
補
の
あ
る
「
惟
消
抄
」
で
あ
る
。

天
文
十
七
年
の
宜
賢
自
筆
本
を
は
じ
め
信
頼
で
き
る
「
惟
消
抄
」
の
伝
本
は
お

お
む
ね
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
あ
り
、
宣
賢
の
「
日
本
書
紀
抄
」
(
『
天
理
図

書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
幻
』
所
収
)
な
ど
他
の
著
作
も
漢
字
片
仮
名
交
り

で
あ
る
か
ら
、
漢
字
片
仮
名
交
り
の
学
習
院
大
学
甲
本
の
方
が
よ
り
古
い
形
を

と
ど
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
六
巻
抄
」
で
は
な
く
「
両
度
問
者
」
に
見
え
る
。

天
理
図
書
館
本
は
「
昭
明
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
称
名
」
と
傍
記
す
る
。
鉄

心
斎
文
鹿
本
は
『
昭
明
」
。
な
お
天
理
本
「
満
ク
ル
人
道
ク
ル
人
両
説
」
の
部

分
は
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
の
三
本
で
は
「
道
ク
ル
人
両
説
」
の
み
で
あ
り
類
従
本

と
一
致
す
る
。
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(
あ
お
き

し
づ
こ
・
本
学
助
教
授
)

四
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